
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２章 環境像と環境目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

12 

 

１．環境像 

本計画は、「草加市環境共生都市宣言」及び「草加市環境基本条例」の基本理念の達成に向

けて、 

 

人と自然が共に生きるまち そうか 
 

を目指すべき環境像とします。 

 

【環境像】 

「人と自然が共に生きるまち そうか」 
・「人」とは：「市民、事業者、行政の三者」と「人間の衣食住に関わるすべての活動」を表

します。 

・「自然」とは：「草加の自然のシンボルである綾瀬川をはじめとする河川や水路等の水辺、

田んぼ、屋敷林、公園などのみどり、生きもの」を表します。特に、「河川の水質汚濁」

や「みどりの減少」などは、現在、草加の負の存在であり、これをうるおいとやすらぎの

ある環境に再生したいという願いを込めています。 

・「共に生きる」とは：「三者相互及び市民同士、事業者同士など人と人の交流」と「人々の

生活環境と自然環境の共存」を意味し、これらが一緒に生きていくことや調和することを

表します。 

 

【参考：「草加市環境共生都市宣言」（抜粋）】 

私たちは、かけがえのない環境を次の世代に引き継ぐため、共に生きるしくみや役割を考えな

がら、身近なことから協力して実行しなければなりません。 

私たちは、｢人と自然が共に生きるまち そうか｣をつくるため、ここに環境共生都市を宣言し

ます。 

１ 私たちは、水と緑を生かした環境にやさしいまちづくりに努めます。 

１ 私たちは、エネルギーの節約やリサイクルの推進に努め、限りある資源を大切にします。 

１ 私たちは、毎日の生活が地球環境に影響を及ぼしていることを学び、環境を良くすること

を考え、行動するように努めます。 

 

【参考：「草加市環境基本条例」の基本理念】 

（基本理念） 

第３条 環境の保全等は、現在及び将来の市民がうるおいと安らぎのある恵み豊かな環境を享受

するとともに、人類の存続基盤である環境が将来にわたって維持されるよう適切に推進されな

ければならない。 

2 環境の保全等は、すべての者が環境への負荷を低減するため、自主的かつ積極的に行動するこ

とによって、自然の物質循環を損なうことなく持続的に発展することができる社会が構築され

るように推進されなければならない。 

3 地球環境の保全は、人類共通の課題であるとともに、すべての事業活動及び日常生活において

積極的に推進されなければならない。 

 

第２章 環境像と環境目標 
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２．環境目標 
 

本市の目指すべき環境像を実現するための環境目標は、次のとおりです。 

 

【環境目標】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水環境の保全と創造 
～水と共生するまちを創ろう～ 

身近な自然の保全と創造 
～生きものと共生するまちを創ろう～ 

低炭素社会の推進 
～地域と地球に優しいまちを創ろう～ 

生活環境の保全 
～安心で快適なまちを創ろう～ 

環境に配慮した行動の実践と拡大 
～環境に配慮した行動を実践しよう～ 

環 境 目 標 １ 

環 境 目 標 ２ 

環 境 目 標 ３ 

環 境 目 標 ４ 

環 境 目 標 ５ 
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３．環境施策の柱 

先に掲げた５つの環境目標をさらに具体化するために、11項目の環境施策の柱と達成目標

を設定しました。 

 

 

 

 

 

本市には、草加のシンボルである綾瀬川をはじ

め、多くの河川や水路が流れており、昔から草加

の人々の生活に密着した存在でした。しかし、都

市化の進行に伴い、生活排水や事業系排水の流入

による水質の悪化のほか、河川改修や用水の暗渠

化の進行による生きものの生息・生育地の減少等

により、かつてのうるおいのある空間としての魅

力を失い、地域の生活から離れた存在になってい

ました。 

このため、本市では、河川や水路等を草加の貴 

重な自然空間としてとらえ、市民共有の財産とす 

るため、国や流域自治体との協働によって、公共下水道の整備や事業系排水の規制強化等

の様々な対策を講じてきました。これらの取組によって、河川や水路の水質は確実に改善

されてきています。 

今後、生物多様性に配慮しながら、水とみどりのまちづくりをさらに推進し、水質浄化

や水量確保、子どもが水辺に近づける親水空間の創造など、水環境の改善を図り、健全な

水循環の回復と維持に努めます。 

特に、草加のシンボルである綾瀬川は、うるおいと安らぎのあるかけがえのない自然空

間として、水質の改善と河川環境の適切な維持管理を図ります。 

こうしたことから、次の２つの環境施策を掲げます。 

 

 
 

 

 

【長期（令和17年度（2035年度））達成目標】（現状値：平成30年度（2018年度）実績） 

指 標 目標値 現状値 

オイカワ等が繁殖できる水質 

（綾瀬川の水質基準） 
河川類型 B の水質基準 河川類型 C の水質基準 

 

環境施策の柱１－１：水質浄化対策の推進 

環境施策の柱１－２：親水空間の創造・維持管理の推進 

水環境の保全と創造 
～水と共生するまちを創ろう～ 

 

環 境 目 標 １ 

綾瀬川と草加松原 
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河川や湖、海などの公共用水域の水質については、「環境基本法」第16条により、人の健康を保護し

生活環境を保全する上で維持することが望ましい基準として、水質汚濁に係る環境基準が定められてい

ます。 

この環境基準には「人の健康の保護に関する環境基準（健康項目）」と、「生活環境の保全に関する環

境基準（生活環境項目）」の２種類があり、「生活環境の保全に関する環境基準（生活環境項目）」につ

いては、多岐多様な利水目的などを勘案して、川や湖沼、海など個々の水域ごとに水域類型の指定がさ

れています。 

本市を流れる河川では、中川、綾瀬川が河川類型Cに、古綾瀬川が河川類型Dに指定されています。 

なお、河川類型Cとはコイ、フナなどが生息できる水質、河川類型Bは、オイカワやアユなどが生息で

きる水質です。また、オイカワ等が生息するためには水質だけでなく、河床の砂地などの周辺環境も重

要です。 

【生活環境の保全に関する環境基準（河川）】 

類型 利用目的の適応性 

基準値 

水素イオン

濃度 

（pH） 

生物化学的 

酸素要求量 

（BOD） 

浮遊物質量 

（SS） 

溶存酸素量 

（DO） 
大腸菌群数 

ＡＡ 

水道１級 

自然環境保全及び 

Ａ以下の欄に掲げるもの 

6.5 以上 

8.5 以下 

１mg/l 

以下 

25mg/l 

以下 

7.5mg/l 

以上 

50MPN/100ml 

以下 

Ａ 

水道２級 

水産１級 

水浴及び 

Ｂ以下の欄に掲げるもの 

6.5 以上 

8.5 以下 

２mg/l 

以下 

25mg/l 

以下 

7.5mg/l 

以上 

1,000MPN/100ml

以下 

Ｂ 

水道３級 

水産２級及び 

Ｃ以下の欄に掲げるもの 

6.5 以上 

8.5 以下 

３mg/l 

以下 

25mg/l 

以下 

５mg/l 

以上 

5,000MPN/100ml

以下 

Ｃ 

水産３級 

工業用水１級及び 

Ｄ以下の欄に掲げるもの 

6.5 以上 

8.5 以下 

５mg/l 

以下 

50mg/l 

以下 

５mg/l 

以上 
－ 

Ｄ 

工業用水２級 

農業用水及び 

Ｅの欄に掲げるもの 

6.0 以上 

8.5 以下 

８mg/l 

以下 

100mg/l 

以下 

２mg/l 

以上 
－ 

Ｅ 
工業用水３級 

環境保全 

6.0 以上 

8.5 以下 

10mg/l 

以下 

ごみ等の浮遊

が認められな

いこと。 

２mg/l 

以上 
－ 

備考 

 １ 基準値は、日間平均値とする。 

 ２ 農業用利水点については、水素イオン濃度 6.0 以上 7.5 以下、溶存酸素量５mg/ℓ以上とする。 

資料：水質汚濁に係る環境基準 別表２ 生活環境の保全に関する環境基準（河川）（環境省） 

 

水素イオン濃度（pH） 水の酸性・アルカリ性を表す指標のことで、溶液中の水素イオンの濃度をいう。

pH=7 で中性、pH<7 で酸性、pH>7 でアルカリ性を示す。 
生物化学的酸素要求量（BOD） 水中の有機物質などが生物化学的に酸化・分解される際に消費される酸素量の

ことで、数値が大きくなるほど汚濁していることを示す。 
浮遊物質量（SS） 水中に浮遊している物質のことで、数値が大きいほど濁りの度合いが大きいこ

とを示す。 

溶存酸素量（DO） 

水中に溶けている酸素を示す。きれいな水ほど酸素は多く含まれる。溶存酸素

が不足すると魚介類の生存を脅かすほか、水が嫌気性となって硫化水素やメタ

ン等が発生し、悪臭の原因となる。 

大腸菌群数 
大腸菌及び大腸菌と性質が似ている細菌の数のことをいい、水中の大腸菌群数

は、し尿汚染の指標として使われている。 

 
 
 

■コラム：河川類型とは？ 
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【短期（令和5年度（2023年度））達成目標】（現状値：平成30年度（2018年度）実績） 

指 標 目標値 現状値 

河川水質（BOD75%値）  

・綾瀬川（中曽根橋） 2.2mg/l 以下 2.5 mg/l 

・綾瀬川（手代橋） 2.2mg/l 以下 2.5 mg/l 

・古綾瀬川（綾瀬川合流地点前） 3.0mg/l 以下 3.4 mg/l 

・伝右川（伝右橋〈下〉） 2.3mg/l 以下 2.6 mg/l 

・毛長川（鷲宮橋） 1.9mg/l 以下 2.1 mg/l 

・辰井川（上町境橋） 2.9mg/l 以下 3.1 mg/l 

河川異常水質事故＊件数 0 件 19 件 

 

 

 

綾瀬川は、江戸の昔から人々の生活の場として栄え、昭和30年

代の初めのころまでは、水遊びもできるきれいな川でした。ところ

が、都市化の進行に伴う住宅地の拡大や中小工場の集中などに伴う

排水の増大により、水質悪化が進み、昭和55年（1980年）から

15年連続全国ワースト1という、最も汚い川となってしまいました。 

このため、かつての清流を取り戻そうと、綾瀬川沿いの自治体、

河川管理者が集い、平成7年度（1995年度）から『綾瀬川清流ル

ネッサンス21』計画、平成13年度（2001年度）からは『綾瀬川

清流ルネッサンスⅡ』計画を推進し、下水道や浄化施設等の整備の

他、「綾瀬川流域クリーン大作戦」や「みんなで水質調査」など、

地域の方々の参加による活動に取り組んできた結果、綾瀬川の水質

は大幅に改善され、平成12年（2000年）には全国最下位を脱却

し、コイ、フナをはじめとする多くの魚が戻ってきました。 

本市では、綾瀬川のさらなる水質浄化に向けた取

組として、公共下水道の整備や浄化用水の導入、市民

の皆さんの参加による事業などを進めています。 

近い将来、綾瀬川で水遊びやオイカワを追いかけて

はしゃぐ子ども達の姿が当たり前の風景となるよう

に、私たちの世代は、うるおいと安らぎのあるかけが

えのない綾瀬川の復元に向けて一層の努力を行って

いかなければなりません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊異常水質事故：着色水・濁水、油の流出、魚の浮上死などの水質事故です。 

■コラム：綾瀬川の過去、現在、未来 

オイカワ 

現在の綾瀬川 

昭和 45 年（1970 年）頃の綾瀬川 

0
10
20
30
40
50
60

昭和47年
(1972年)

昭和57年
(1982年)

平成4年
(1992年)

平成14年
(2002年)

平成24年
(2012年)

平成30年
(2018年)

(mg/L)

国土交通省直轄一級河川水質現況調査結果(BOD 年平均値) 
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かつて本市は、東京近郊の農業地帯として河川や水路が縦横に流れ、また社寺林や屋敷

林の散在した田園風景の広がる、自然と人々の生活が調和した土地でした。昭和 30 年代

後半から本格的な都市化の進行により、多くの自然環境が失われ、現在まで残っている屋

敷林や農地はわずかしかありません。これまで良好な水田として残されていた柿木地区や

中川周辺なども開発が進み、自然が失われつつあります。 

このような生物の生息・生育環境の基盤であり、身近に自然とふれあうことのできる貴

重な空間資源を守るため、本市では平成 31 年（2019 年）3 月に策定した「生物多様性

そうか戦略」に基づき、市民との協働や市民団体の自主的な緑化活動などの支援や生きも

のの重要な生息・生育地となる河川・農地の保全などの取組を強化していきます。 

今後はより一層、身近な自然の保全と創造による生物多様性の保全・再生を目指します。 

こうしたことから、次の２つの環境施策を掲げます。 

 

 
 

 

【長期（令和17年度（2035年度））達成目標】（現状値：平成30年度（2018年度）実績） 

指 標 目標値 現状値 

市内で確認された猛禽類＊（鳥類）の子育て 

（繁殖・営巣） 
４種 １種 

 

【短期（令和5年度（2023年度））達成目標】（現状値：平成30年度（2018年度）実績） 

指 標 目標値 現状値 

古綾瀬自然ひろばで確認された鳥類の種数 27 種 14 種 

公園・広場等の面積 58.19ha 57.82ha 

緑化推進団体の数 49 団体 44 団体 

ビオトープ保全活動参加者数＊ 月平均 50 人以上 月平均 28 人 

＊ビオトープ保全活動：古綾瀬自然ひろば、綾瀬川バードサンクチュアリ、東埼玉資源環境組合第二工場ビオ

トープ等における保全活動です。 

 

 

 

 

 

 

 

＊猛禽類：タカ目、フクロウ目の鳥の総称で一般的には鋭い嘴と爪を持ち、主に昆虫類や哺乳類、鳥類を捕食します。 

環境施策の柱２－１：生きものと共生するまちづくりの推進 

環境施策の柱２－２：みどりの保全と創出 

身近な自然の保全と創造 
～生きものと共生するまちを創ろう～ 

 

 

環 境 目 標 ２ 
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ビオトープは、本市における生きものの貴重な生息・生育環境であるとともに、鳥や昆虫の休憩場

所や通り道となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 
 
 
 
 
 

■コラム：市内のビオトープ 

綾瀬川バードサンクチュアリ 
(鳥と友だち広場、トンボ池、あやせ新栄ビオトープ) 

古綾瀬自然ひろば 

東埼玉資源環境組合第二工場ビオトープ 

綾瀬川バードサンクチュアリは、綾瀬川

の河川敷に草地や池、林など多様な環境を

つくっています。市民による維持管理作業

が行われており、希少な植物の生育地とし

ても重要な場所です。 

古綾瀬自然ひろばは、綾瀬川と古綾瀬

川の合流点につくられた池を囲むビオト

ープで多くの水生生物やカモ類が生息し

ています。 

東埼玉資源環境組合第二工場ビオトープ

は、平成 25 年度（2013 年度）に柿木田

んぼの一画につくられた池中心のビオトー

プです。 
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私たちの⽣活は、⽔や空気、⾷糧、医薬品など、多様な⽣き

ものがもたらす恵みによって⽀えられています。これらの恵み

を将来にわたり享受していくためには、⽣物多様性の保全が重

要です。 

都市化の進展により⾃然が失われつつある本市は、⽣物多様

性の保全と都市の健全な発展をバランスよく実現する必要が

あり、草加の⾃然の恵みを次世代に引き継ぐために平成31年

（2019年）3月に「生物多様性そうか戦略」を策定し、以下

に示す基本理念に基づく基本方針及び将来像を定め、取組を進

めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：「生物多様性そうか戦略」  

 

■コラム：生物多様性そうか戦略とは？ 

【生物多様性そうか戦略】 

基本理念：草加の自然の恵みを、次世代に引き継ぐ 

【生物多様性そうか戦略における基本方針及び将来像】 



 

20 

 

 

 

 

 

 

 

 

私たちの社会経済活動は、自然界から化石燃料や農林水産資源を取り入れ、消費するこ

とで成り立っていますが、近年の社会経済活動の拡大に伴って、資源の枯渇や生物種の絶

滅などの環境負荷が高まっています。特に、化石燃料の消費過程で生じる二酸化炭素（CO

２）等の温室効果ガスの増加は、地球上の気温が上昇する地球温暖化を招いています。 

本市においても、野生生物などへの影響やゲリラ豪雨、熱中症の発生など、地球温暖化

が原因と考えられる様々な悪影響が現れています。今後数十年間は、温室効果ガスの排出

抑制の努力を行ったとしても、ある程度の地球温暖化の影響は避けることができないとい

われています。そのため、大量消費、大量廃棄の社会システムを見直し、環境への負荷の

少ない循環型社会へと転換していくとともに、エネルギー消費を最小限に抑え、温室効果

ガスの排出を抑制していくことが必要不可欠となっています。 

また、国は平成 30 年（2018 年）12 月に「気候変動適応法」を施行し、すでに起こ

りつつある気候変動の影響に対して「適応策」を講じることで、被害の防止または軽減を

図ることとしており、気候変動の影響に適応できる低炭素社会を構築していくことが必要

です。 

こうしたことから、次の３つの環境施策を掲げます。 

 

 

 
 

 

 

【長期（令和17年度（2035年度））達成目標】（現状値：平成28年度（2016年度）実績） 

指 標 目標値 現状値 

市内から排出される温室効果ガス排出量 

（平成 25 年度（2013 年度）比） 

896 千 t-CO2 

（34％削減） 

1,277 千 t-CO2 

（平成 28 年度実績） 

 

【短期（令和5年度（2023年度））達成目標】（現状値：平成30年度（2018年度）実績） 

指 標 目標値 現状値 

市内から排出される温室効果ガス排出量 

（平成 25 年度（2013 年度）比） 

1,133 千 t-CO2 

（17％削減） 

1,277 千 t-CO2 

（平成 28 年度実績） 

市内の太陽光発電システムの導入容量 21,000kW 
18,636kW 

（平成 28 年度実績） 

市民１人１日当たり可燃ごみ排出量 495ｇ 503ｇ 

資源化率＊ 19.8％ 18.6％ 

＊資源化率：家庭から出た「ごみ」のうち、新たに再生資源として生まれ変わった割合です。 

環境施策の柱３－１：省エネルギー・創エネルギーの推進 

環境施策の柱３－２：３R（発生抑制・再使用・再生利用）の推進 

環境施策の柱３－３：気候変動適応策の推進 

低炭素社会の推進 
～地域と地球に優しいまちを創ろう～ 

 

環 境 目 標 ３ 
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工場等の生産活動や自動車による大気汚染、河川・水路等の水質汚濁のほか、市街地や

住宅地における近隣騒音や悪臭などの都市型・生活型公害は、都市化が進む中で顕在化し

ている課題です。 

なかでも、自動車による大気汚染や騒音など幹線道路周辺の生活環境については、本市

のみならず、広域での対応が必要であり、重要な問題となっています。 

これらの公害問題の解決と防止に取り組み、公害のない安心なまちを目指すとともに、

ごみなどが散乱していない快適で美しいまちなみの形成を目指します。 

こうしたことから、次の２つの環境施策を掲げます。 

 

 

 
 

 

【長期（令和17年度（2035年度））達成目標】（現状値：平成30年度（2018年度）実績） 

指 標 目標値 現状値 

大気、騒音・振動、ダイオキシン類の 

環境基準達成割合 
100% 85.7% 

まちなみの美しさに対する市民の満足度＊ 70％ 41.8% 

 

【短期（令和5年度（2023年度））達成目標】（現状値：平成30年度（2018年度）実績） 

指 標 目標値 現状値 

大気、騒音・振動、ダイオキシン類の 

環境基準達成割合 
92% 85.7% 

まちなみの美しさに対する市民の満足度＊ 50％ 41.8% 

市内 4 駅周辺における昼間の放置自転車数 55 台 62 台 

＊平成 30 年度（2018 年度）に実施した『草加市市民アンケート』による「そう感じている」と「どちらか

といえばそう感じている」を合算した回答割合 

環境施策の柱４－１：公害防止対策の推進 

環境施策の柱４－２：快適なまちなみの形成 

生活環境の保全 
～安心で快適なまちを創ろう～ 

 

環 境 目 標 ４ 
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生物多様性の危機や地球温暖化の進行など、今日の環境問題の解決には、国際的かつ広

域的な対策のみならず、私たち一人ひとりがライフスタイルや事業活動を見直し、環境に

配慮した行動へと変えることが不可欠です。 

そのためには、家庭や学校、職場をはじめ、様々な機会で子どもと大人が一緒になって

環境についての正しい知識を学び、学んだ成果を具体的な行動として実践し、さらには日

常的な生活習慣として定着させていくことが必要です。 

私たちには、次世代も快適な生活が送れるような「環境にやさしいまち」をつくりあげ

ることが求められています。市民一人ひとりが環境問題について学び、考え、環境にやさ

しい行動を積極的に実践するまちを実現していかなければなりません。 

こうしたことから、次の２つの環境施策を掲げます。 

 

 
 

 

【長期（令和17年度（2035年度））達成目標】（現状値：平成30年度（2018年度）実績） 

指 標 目標値 現状値 

地域の環境活動に参加したことがある市民の

割合＊ 
50% 13.6% 

＊平成 30 年度（2018 年度）に実施した『草加市市民アンケート』による「地域清掃活動や環境学習講座

等の環境活動」の回答割合 

 

【短期（令和5年度（2023年度））達成目標】（現状値：平成30年度（2018年度）実績） 

 

 

 

 

 

 

 

 

「草加環境推進協議会」は、市民・各種団体・事業者等の団体会員で構成された草加市の環境に係る

施策、事業の推進を図る団体です。 

「草加環境推進協議会」では、市民・事業者・市の相互の意見交換を行う場を設け、市民や事業者の

意見が施策等に反映するよう配慮するとともに、協働して「そうか環境とくらしフェア」や「綾瀬川再

生 21 事業」「ビオトープ管理活動」などを実施しています。 

本市が目指すべき環境像の達成のためには、市民・事業者の理解と協力が不可欠です。草加の環境づ

くりに興味のある方は、「草加環境推進協議会」に参加してみませんか。 

指 標 目標値 現状値 

エコライフデイへ取り組む市民の数 73,000 人 70,035 人 

草加環境推進協議会との協働によるイベント

等の参加者の満足度 
90％ 74％ 

そうか生きもの調査 集合調査会への参加者数 年 300 人以上 283 人 

環境施策の柱５－１：学校・地域における環境教育・環境学習の推進 

環境施策の柱５－２：環境に配慮した行動及び生活の実践 

■コラム：草加環境推進協議会の活動 

環境に配慮した行動の実践と拡大 
～環境に配慮した行動を実践しよう～ 

 

環 境 目 標 ５ 
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４．環境施策の総合体系 
 

第四次 

草加市総合振興計画 

第二期基本計画 

 第二次草加市環境基本計画 

 

中

目

標 

 

小目標 

施策 

・施策の柱 

 

環

境

像 

 環境目標  環境施策の柱  取組方針 

           

快
適
な
環
境 

～
環
境
に
や
さ
し
い
水
と
み
ど
り
の
ま
ち
を
つ
く
る 

 水とみどりの 
まちづくり 

水環境の保全 
・水質浄化対策の推進 

・親水空間の創造・ 

維持管理の推進 

 

人
と
自
然
が
共
に
生
き
る
ま
ち 

そ
う
か 

 

水環境の 

保全と創造 

 
水質浄化対策の推進 

 河川浄化対策の推進 

     公共下水道の推進 

       
    親水空間の創造・ 

維持管理の推進 

 多自然川づくりの推進 

     河川環境の維持管理の推進 

         
 

環境との共生 

環境を守り育てる 
・低炭素型まちづくり 

・循環型社会の構築 

・自然共生型まちづくり 

・環境衛生 

  

身近な自然の 

保全と創造 

 
生きものと共生する 

まちづくりの推進 

 生物多様性への理解の促進 

   生物多様性の保全 

     市民との協働活動の推進 

       
    

みどりの保全と創出 

 公園整備や公共用地の緑化推進 

     民有地内の緑化対策の推進 

     緑化活動への支援 

        
   

低炭素社会の 

推進 

 

省エネルギー・ 

創エネルギーの推進 

 温室効果ガス排出量削減対策の推進 

     資源・エネルギーの有効活用の推進  

     再生可能エネルギーの活用の推進  

     低炭素型まちづくりの推進 

       
    

３R（発生抑制・再使用・

再生利用）の推進 

 ごみの減量化と分別収集の普及、啓発 

     環境にやさしい消費者の育成・支援  

     リサイクルの推進 

       
    

気候変動適応策の推進 

 自然生態系等に関する適応 

     都市機能に関する適応 

     人の健康に関する適応 

     適応策における横断的取組 

        
   

生活環境の 

保全 

 
公害防止対策の推進 

 公害防止対策の推進 

     監視・測定体制の充実 

       
    

快適なまちなみの形成 
 環境美化対策の推進 

     まちなみ景観の向上 

        
   

環境に 

配慮した行動の

実践と拡大 

 学校・地域における 

環境教育・環境学習の推進  

 学校における環境教育の推進 

     地域における環境学習の推進 

       
    

環境に配慮した行動 

及び生活の実践 

 エコライフの普及、啓発 

     地域の環境保全活動の充実 

     環境に配慮した活動への支援 

     環境保全情報の収集と提供 
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５．環境目標と持続可能な開発目標（SDGｓ）との関係 

本計画の5つの環境目標と持続可能な開発目標（SDGs）の17のゴールとの関係を位置付

けます。 

本計画に基づく取組が17のゴール中10のゴールに関係していること、それぞれの環境目

標が複数の課題解決につながっていることを明示します。 

 

【本計画における環境目標と持続可能な開発目標（SDGs）との主な関係】 

環境目標 持続可能な開発目標（SDGs）との関係 

水環境の保全と創造 

 

身近な自然の保全と創造 

 

低炭素社会の推進 

 

生活環境の保全 

 

環境に配慮した 

行動の実践と拡大 
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持続可能な開発目標（SDGs）とは、平成 27 年（2015 年）9 月の国連サミットで採択された「持

続可能な開発のための 2030アジェンダ」にて記載された平成 28 年（2016 年）から令和12 年（2030

年）までの国際目標であり、開発途上国の開発に関する課題にとどまらず、世界全体の経済、社会及び

環境の三側面を、不可分のものとして調和させる統合的取組として作成されました。 

持続可能な世界を実現するための 17 のゴール・169 のターゲットから構成され、地球上の誰一人と

して取り残さない（leave no one behind）ことを誓っています。 

17 のゴール及び 169 のターゲットが相互に関係しており、１つの行動によって複数の課題の解決

を目指すという特徴を持っています。 

ＳＤＧｓの実現は、地域の課題解決にも直結するものであると考えられ、地域に着目し、地域の視点

を取り入れ、ＳＤＧｓの考え方を活用して地域における様々な課題の改善に貢献するようなものとする

ことが必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■コラム：持続可能な開発目標（SDGs） 


